
単元の指導と評価の計画 

 １　単元名

 　　第１編　力と運動　第１章　平面内の運動

 

２  単元の目標 

(ｱ) 平面内の運動について、曲線運動の速度と加速度、放物運動を理解するとともに、

それらの観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

(ｲ) 平面内の運動について、観察、実験などを通して探究し、平面内の運動における規

則性や関係性を見いだして表現すること。 

(ｳ) 平面内の運動に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養うこと。 

 

３  単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 　平面内の運動について、曲線運 　平面内の運動について、観察、 　平面内の運動に主体的に関わり、

 動の速度と加速度、放物運動を理 実験などを通して探究し、平面内 見通しをもったり振り返ったりす

 解するとともに、科学的に探究す の運動における規則性や関係性を るなど、科学的に探究しようとし

 るために必要な観察、実験などに 見いだして表現している。 ている。

 関する技能を身に付けている。

 

４  単元の指導と評価の計画（５時間） 

次 ねらい・学習活動  
知 思 態

【時間】 （学習活動の概要、主発問、指導上の留意点）

 ・平面内を運動している物体のようすを表すのに必要な物理量（位置ベクト    
１ ル、速度、加速度）について理解する。 ○  

【１時間】

 ・平面内での合成速度や相対速度とそれらの求め方について理解する。    
 ・「物理基礎」で学習した一直線上における運動の法則について、平面内に   
２ おいても同様に扱えることを理解する。 ○ 

【１時間】

本時 ・水平投射、斜方投射された物体の運動について、解析したデータをもとに    
３ 法則性を見いだし、水平方向と鉛直方向それぞれの運動に分けて説明し  

○
 

【１時間】 表現する。

 ・水平投射、斜方投射された物体の運動を、水平方向と鉛直方向に分けて理    
 解し、数式を用いて表現できる。   

 ４ ・空気中を落下する物体には抵抗力がはたらくこと、そのときの物体の運動 ○ 
【１時間】 のようすがどのように表されるか理解する。  

 ・平面内の運動について学習した内容を振り返り、日常における現    
５ 象との関連を考えることを通して理解を深める。   ○ 

【１時間】

 


